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Ⅰ.　会社の概要

　　　１．会社名及び代表者氏名

会社名　 株式会社　伊藤製作所
代表者 代表取締役　伊藤大史

〒419-0313
事務所、本社工場　　　静岡県富士宮市西山２４４２－２
　　　　西山工場　　　静岡県富士宮市西山１８６６

　　　３．創業

昭和43年3月

　　　４．資本金

１，０００万円

　　　５．環境管理責任者名及び連絡先

管理責任者　 品質保証　勝亦正志
連絡先　　　 TEL　　0544-65-3777

FAX　   0544-65-3778
E-MAIL　　　m.katsumata@itou.co.jp

　　　６．事業内容

家電部品・自動車部品のプレス金型設計・製作、
家電部品の精密板金加工、家電部品・自動車部品のプレス加工、
板金部品のスポット溶接・サブ組立、冶工具・検具の設計・製作

　　　７．事業の規模 （事業年度　5月～4月）

活動規模 単位 2009年2010年2011年2012年2013年2014年

生産数 千個 4,460 8,360 8,462 8,480 8,569 7,228

売上高 百万円 638 726 822 864 808 935

従業員 人 48 48 51 51 48 50

敷地面積 ㎡ 5,953 5,953 5,953 5,953 5,953 7,753

床面積 ㎡ 2,596 2,596 2,708 2,708 2,708 3,085
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　　　２．所在地

mailto:m.katsumata@itou.co.jp


     8． 敷地概要

◎ 都市計画法での用途地域指定：一部を除く市街化調整区域
◎ 静岡県生活環境の保全等に関する条例での地域指定
・ 騒音：第2種区域
・ 振動：第1種区域の２

D＜実行＞

             組織の対象範囲    株式会社 伊藤製作所　事務所、本社工場及び西山工場
　          事業活動の対象範囲    家電部品・自動車部品のプレス金型設計・製作、

    家電部品の精密板金加工、家電部品・自動車部品のプレス加工、
    板金部品のスポット溶接・サブ組立、冶工具・検具の設計・製作
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     9．対象範囲（認証・登録）



株式会社伊藤製作所は、金属製品の製造・販売をしている会社として、
「環境負荷の低減に配慮した生産活動」をし、「環境と調和した金属
製品の提供」に努めます。
そして“かけがえのない地球環境”を守る為、全従業員で環境保全
活動を推進します。

①　電力・資源消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

②　原材料や事務用品のグリーン購入に努めます。

③　水資源（使用量）の節水に努めます。

④　環境に関しての教育を全従業員に行い、環境保全の意識を高めます。

⑤　環境関連法規制や当社が定めた事を遵守します。

⑥　環境保全活動の推進において地域社会との協調連帯を図ります。

⑦　産業廃棄物の排出量削減とリサイクル推進に努めます。

⑧　環境目標・活動計画を定め、行動し定期的に見直しを行い、
　　継続的な改善に努めます。

制定日：　２０１０年１２月２０日
改定日：
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［基本理念］

［行動指針］

Ⅱ．環境方針

 



Ⅲ．実施体制

最高責任者

伊藤　大史

環境管理責任者

勝亦　正志

実行担当

高杉　実

※

管理Ｇｒ 板金Ｇｒ 金型Ｇｒ プレスＧｒ 組立Ｇｒ 貼り･出荷Ｇｒ

芦澤　岳人 西坂　典彦 松下　正則 高杉　実 志村　政哉 斎藤　哲也

※組立Ｇｒ、出荷Ｇｒ業務の一部を西山工場に移転し2014年5月から稼動を開始した

（役割・責任及び権限）

　社　長
・ 環境経営システムの構築、マニュアルの制定及び承認
・ 環境方針・目標の策定及び見直し
・ 環境活動計画の承認
・ 環境経営システムの構築・運用・維持に必要な資源の提供
・ 緊急事態発生時の統括

　環境管理責任者
・ 環境経営システムの維持管理
・ 環境法規等の把握及び見直し
・ 環境活動計画の推進と実行及び計画の策定
・ 環境教育の実施と統括
・ 環境経営システムの見直しと達成項目の報告

　実行担当及びＧｒリーダー
・ 環境連絡の周知及び連絡
・ 環境法規等の把握及び遵守
・ 環境改善及びＧｒ間とＧｒ内の調整
・ 環境経営システムの維持推進の協力及び報告
・ 環境経営システムの運用及び記録

・ 緊急事態の発生時、その処理と是正及び報告
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Ⅳ．環境負荷の状況

kg-CO2 253,188 296,131 261,925 259,329 276,424 353,115

kg-CO2 195,039 233,964 204,755 197,760 210,510 277,094

kg-CO2 58,150 62,167 57,170 61,569 65,914 76,021

t 2 4 3 4 3

t 7 9 8 7 8

t 0 0 0 0 0

t 549 650 622 632 632 679

t 0 0 0 0 0 0

t 0 0 0 0 0 0

m3 4,870 8,256 2,875 1,105 345 480

m3 4,870 8,256 2,875 1,105 345 480

kg 54 31 0 0 0 0

5

453 

483 

397 408 

319 
300 

342 378 

0

100

200

300

400

500

600

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

Kg- CO2/Kg- CO2

( )

1.09 

1.30 

0.86 

0.90 

0.75 0.73 0.78 
0.72 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

t/

( )

3,323 3,377 

4,870 

8,256 

2,875 

1,105 

345 480 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

54 

18 

54 

31 

0 0 0 0 

0

10

20

30

40

50

60

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

kg



Ⅴ．環境目標とその実績（実績の評価結果は、Ⅷ環境活動の取組結果と評価に記載）
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Ⅴ．環境目標とその実績のつづき
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Ⅵ．2014年度の環境活動実績内容 もっとがんばりたい 出来なかった

手　　段 推進者 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 活動評価

昼休み、使用時以外の照明消灯 ﾙｰﾙ遵守・確認谷合 　○昼休みは事務所・工場一斉消灯を徹底

空調の適温化(設定温度：夏28℃冬20℃)ﾙｰﾙ遵守・確認谷合 ○28℃設定徹底済 ○20℃設定徹底済

エアコンフィルターの定期清掃 ﾙｰﾙ遵守・確認谷合　　　○フィルタ清掃済

PC、OA機器の省電力化設定にする ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　○ＰＣスクリーンセイバー、コピー機節電待機モードの実行済

夜間、休日のＯＡ機器の主電源をｵﾌする ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　○退勤時の主電源オフを徹底済

クールビズ・ウォームビズの励行 ﾙｰﾙ遵守・確認勝亦 　○よしず、ブラインド、作業着軽装対応済

コンプレッサー昼休み時間の停止 ﾙｰﾙ遵守・確認高杉/志村　○毎日昼休みスイッチオフ　徹底済

飲料自販機の少エネ機変更 改善 勝亦 　○自販機設置移動、△新自販機の検討

ピークデンマンドの監視と月例報告 維持管理 勝亦 　○毎月チェック、EMS会議報告済

灯油 冬季重ね着工夫の励行、作業環境改善 改善・確認 勝亦 ○ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ2基設置○ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ１基設置○防寒着、ｽﾄｰﾌﾞの変更

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油燃費集計、エコドライブの励行 改善・確認 池田 　○運行日報の記入と燃費計算継続実施

個人が持ち込んだゴミは持ち帰る ﾙｰﾙ遵守・確認高杉 　○個人ゴミを持ち込まないを徹底済 ○ごみ置き場製作

ダンボール分別リサイクルの励行 ﾙｰﾙ遵守・確認勝亦 　○分別の呼びかけと定期確認

コピー紙の両面積極的使用 ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　○ｺﾋﾟｰ裏紙使用の推進 ○回収ﾎﾞｯｸｽ追加

ＰＰバンド、容器袋の再利用推進 ﾙｰﾙ遵守・確認池田 　○ＰＰバンドやビニール袋の回収と再利用推進 ○材料梱包紙の再利用促進

木枠、容器パレットの返却と置場整頓 ﾙｰﾙ遵守・確認西坂 　△材料梱包用の添木の分別、取引先への返却徹底　

材料端材利用推進と鉄スクラップの削減 ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤/谷合　○不要材の有効活用＝作業場仕切り衝立、清掃用具立てに製作

実地確認とマニフェスト報告書の提出 維持管理 勝亦 　 ○報告書提出済

スクラップ分別の徹底（巡回確認） 維持管理 勝亦 　スクラップ置場の巡回　○都度指導、呼びかけ実施

手洗い、洗物の節水と水廻り清掃 ﾙｰﾙ遵守・確認志村 　○節水呼びかけ、節水ラベルで意識付け ﾗﾍﾞﾙ貼り換え

月1回水使用量、漏水の点検 ﾙｰﾙ遵守・確認志村 　水道メーターの量の記録　○毎月1日検針済 漏水修理

スポット溶接機冷却水の低減取り組み 維持管理 志村 　冷却装置の維持管理 ○日常点検実施済

貯水槽の点検と定期清掃 維持管理 勝亦 清掃3/27済

浄化槽の定期清掃と法令検査 維持管理 勝亦 検査3/20済

アルコールの適切な管理 維持管理 勝亦 　MSDS設置、危険物保管庫での施錠管理　　　○管理徹底

エコ商品の積極的購入 購入比率 望月智 　購入リスト一覧表の活用　　○定期更新済

エコ商品への代替推進 比較検討 望月智 　積極的なエコ商品への代替検討

◆製品・サービスへの環境配慮

欠品未加工、加工ズレの削減 納入不良件数 勝亦 　荷姿改善、作業改善、品質意識の向上 ○品質月間(標語、作文）

金型改善による品質向上 改善件数 松下/渡井　金型改善による環境配慮（生産性、コスト、品質）　○金型改善カウント数7件

◆その他

環境経営会議推進と勉強会 実施・確認 勝亦 　リーダー教育（意識と行動）　　　○ﾘｰﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ52回

緊急想定訓練と工場安全点検 計画・実施 松下/芦澤　△工場安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、○緊急想定訓練の計画と実行 計画3/28済 訓練4/17済

工場敷地内外の清掃美化活動 計画・実施 高杉 清掃8/12済 清掃12/26済 清掃4/30済

工場の環境整備 計画・実施 志村 　溶接工場の環境整備　○毎月改善推進
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水使用量の削減 （節水）　

　化石燃料
の削減

＜　実　績　＞

エコ製品購入(事務用品) 

◆グリーン購入への取り組み

一般ゴミの削減

◆総排水量削減

産廃物の削減

◆化学物質使用量削減

　防　災　訓　練

　西山工場の環境整備

　環　境　教　育

　清　掃　活　動

アルコールの適切な管理

客先納入不良件数の削減　　　

よく出来た

　活　動　計　画　内　容　

◆二酸化炭素排出量削減　

電気使用量の削減

◆廃棄物排出量削減

ゴミ分別とリサイクルの推進



Ⅶ．活動実施状況

　   　　2011年から灯油使用量削減活動を開始し、支給方法変更や制限をしながら節約して
　   　　きた。原単位での目標は達成していたが、夜勤使用が増え総量は年々増加している。

  ＜暖房時期の工場内の状況＞

　　　・夜勤使用が増えた為、灯油の減りが早くなった。
　　　・作業者の近くに置けない為、暖房効果があまり感じられない。
　　　・就業中通路のシャッターを頻繁に開ける為、暖房熱が逃げてしまう。
　　　・暖房機の劣化で燃焼時に発生する臭いが作業に影響している。

   Ｐ＜計画＞
　　　　暖房機を新しいものに更新する。その際、燃費の良い暖房機を選択する。　
 　　　  防寒着を支給し寒いときは一枚重ね着して暖房機だけに頼らない協力をしてもらう。
　         シートシャッターで通路開閉時間を短縮し工場内の熱損失を減らす。

　　　　

   D＜実行＞

　大型暖房機（3台休止） 　小形ストーブ（9台支給）

シートシャッターの設置 　防寒ジャンパー支給

2014年度改善活動の主な成果とその内容
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燃費　1.2ℓ／1時間 0.2ℓ／1時間
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     C＜評価＞

                    大型暖房機から小型ストーブに変更し灯油使用量を減らすことが出来た。
大型暖房機と小型ストーブでは暖かさに差があり体感温度に若干心配が
あったが、シートシャッターやジャンバー着用で思った以上に工場内が
温かく感じられ、作業環境が改善が出来た実感を得ることが出来た。
また暖房機から出る臭いの解消や通路開閉時間短縮で作業面においても
良い結果が得られた。

　     
　     ― 従業員の声（感想）―

　     

　     
　　　    

     A＜改善＞
　　　　　暖房の熱が工場の天井に集まり天井と床で温度差が出来ていると考えられる為
　　　　　工場内の空気を撹拌し、床温度を上げる改善を検討したい。
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Ⅷ環境活動の取組結果と評価

取　組　項　目 　　(単位) 基準年度比 取　組　実　績 評価

二酸化炭素排出量削減 目標値 405 -1% 電気使用量削減が重点課題と認識し活動、 CO2排出量は電力、軽油の目標見直しでCO2削減目標も見直した。

(kg-CO 2/百万円)実績値 365 -11% 電気ｽﾄｰﾌﾞ使用減の呼びかけ、灯油使用削減。 次年度は電気ｽﾄｰﾌﾞから灯油ｽﾄｰﾌﾞへと切替を促進したい。

　１．電気使用量削減 目標値 324 -1% こまめに消灯することを毎日実践。本社工場 CO2排出係数を変更した為目標達成が厳しくなったが原単位で達成で出来た。

(kg-CO 2/百万円)実績値 296 -9% と西山工場実績を合算し評価した。 今期ﾋﾟｰｸﾃﾞﾏﾝﾄﾞはLED照明効果が出て32kw削減が出来た。

　２．ガソリン使用量削減 目標値 13.2 -1% 毎月の燃費計算、集計と分析を実施。 原単位削減目標を達成出来た。しかし総量では増加となった。

(kg-CO 2/百万円)実績値 12.9 -3% 西山工場、新業務等で社用車の利用頻度が増えた。

　３．軽油使用量削減 目標値 53.0 -1% 西山工場への設備移設で5,6月は一部の電力を 未計画の設備移設発生で軽油使用量が増加し当初計画した目標値を見直した。

(kg-CO 2/百万円)実績値 49.0 -8% 発電機で供給した。 新規取引先に定期便追加。次年度はｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞに加え荷役安全作業を推進したい。

　４．灯油使用量削減 目標値 14.4 -1% 大型暖房機の老朽化、燃費、暖房効果を 大型暖房機から小型ｽﾄｰﾌﾞに変更し使用量を低く抑えることが出来た。防寒ｼﾞｬﾝﾊﾟｰを

(kg-CO 2/百万円)実績値 7.1 -51% 見直し、燃焼効率のよい小型ｽﾄｰﾌﾞに変更。 従業員全員に支給、工場にｼｰﾄｼｬｯﾀｰ3基導入し冬期の作業環境を改善した。

◆廃棄物排出量削減 基準年度比 評価

①　ダンボール、新聞紙、古紙　 目標値 4.4 -1% 製品の保護用としてﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ再利用、材料 原単位目標に対し31%削減出来た。全体でﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ必要量が減り傾向。

(kg/百万円)実績値 3.1 -31% 包装紙の再利用を呼びかけ促進。 次年度はﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ置き場と管理容器の見直しを計画する。

②　可燃ごみ 目標値 9.1 -1% 鳥や動物のごみ荒らし対策で新たにごみ置き 原単位目標に対し8%削減出来た。材料包装紙のﾘｻｲｸﾙ推進により可燃ごみに

(kg/百万円)実績値 8.6 -8% 場を製作した。 回すものが減少した。次年度は可燃ごみの置き場見直しを計画する。

③　木くず、鉄くず、スクラップ 目標値 729 -1% ｽｸﾗｯﾌﾟの分別指導とﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施。 原単位目標に対し1%削減出来た。材料木枠は100%返却出来たが締め板の返却が

(kg/百万円)実績値 727 -1% 残材を利用して衝立、掃除用具立てを製作 上手くいかず社内で処理した。次年度から産廃物から有価物を分けて管理する。
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取　組　項　目 　　(単位) 基準年度比 取　組　実　績 評価

◆総排水量削減

水使用量の削減 　　　　　()　 目標値 342 -1% 本社工場、西山工場で使用量を月1回検針 削減量が年々減り前年度はほぼ横ばいだったが今期更厳しい目標を立ててしまい

　※実績値は本社工場 実績値 427 23% 西山工場9月にﾒｰﾀｰ設置し6か月ﾃﾞｰﾀ取り 目標未達成となった。次年度は適正な目標設定を考慮し計画する。

◆化学物質使用量削減 基準年度比 取　組　実　績 評価

アルコールの適切な管理 目 標 計画通りの実施 保管庫内で施錠管理、MSDS設置。 ｱﾙｺｰﾙ使用量が増えている為、使用者には改めて安全に使う様指導した。

実 績 目標達成 火気近くでの使用や気温が高い時期の使用についての注意喚起を行う。

◆グリーン購入への取り組み 基準年度比 取　組　実　績 評価

エコ製品購入(副資材,事務用品) 目標値 ｴｺ品購入率 50% ｸﾞﾘｰﾝ購入ﾘｽﾄの見直し実施 ｴｺ品購入率63%で目標達成。ｶﾀﾛｸﾞにｴｺ商品が増えてきている安心感からかｴｺ品

実績値 63% 意識が薄れてきている感がある。次年度は意識してｴｺ商品を購入する様にしたい。

◆製品・サービスへの環境配慮 基準年度比 取　組　実　績 評価

客先納入不良件数の削減　　 目標値 ― -1% 納入の際の欠品、未加工品の削減、加工ｽﾞﾚ 目標ｶｳﾝﾄ数を若干超えてしまい目標未達成。欠品、未加工品削減の目標に対して

実績値 ― 2% の削減に取組んだ。 は達成出来た。次年度は溶接不良の削減、ﾊﾞﾘ取り作業の徹底を重点的に進める。

金型改善による品質向上 目標値 6 ― 量産金型の問題点を調査し改善を実施。 加工不具合が発生しやすい部分について客先に形状変更を要望し改善を図った。

実績値 7 ― 再発不良部品の工程調査から原因が特定でき金型の不安定部位に対策を施した。

◆その他 基準年度比 取　組　実　績 評価

①環　境　教　育 目 標 12回 100% EMS会議12回、ﾘｰﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ月4回実施EMS会議は報告主体の会議体ではﾏﾝﾈﾘ化している為、日々の活動の問題点や課題を

実 績 12回 100% ﾃｰﾏに話し合う新たな形を提案したが未定着。次年度は人材育成に力を入れたい

②防　災　訓　練 目 標 1回 100% 東海地震を想定した避難訓練、放水訓練実施。 放水訓練を2カ所で同時に実施し多くの人が体験出来る形で進めた。消火器訓練は

実 績 1回 100% また安全教育としてﾌｫｰｸﾘﾌﾄ運転講習を実施。 今期計画から外したが次回は計画したい。

③清　掃　活　動 目 標 ３回 100% 工場内と周辺の清掃、枝剪定を実施。 清掃時間を2時間に決め時間内に効率よく清掃を進める様にした。

実 績 ３回 100% 今期は敷地内の生い茂った木々の枝をを剪定した。

④西山工場の環境整備 目 標 ― ― 5月溶接工程、洗浄工程、出荷一部を移転。 2014年から溶接洗浄工程の西山工場への業務移転で改めて電力使用量削減

実 績 ― ― それに伴い電気、水、灯油を別管理推進。 目標を見直した。工場とその周辺の環境整備を推進した。
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Ⅸ．2015年度の環境活動計画内容 ★印＝新たな取り組み

手　　段 推進者 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 活動評価

昼休み、使用時以外の照明消灯 ﾙｰﾙ遵守・確認谷合 　昼休み、夜勤作業時の不要照明はこまめにスイッチを消す　

空調の適温化(設定温度：夏28℃冬20℃)ﾙｰﾙ遵守・確認谷合 28℃設定 20℃設定

エアコンフィルターの定期清掃 ﾙｰﾙ遵守・確認谷合 フィルタ清掃

★ エアコン、冷水蔵機器の簡易点検 法令順守・確認 谷合 点検と記録 点検と記録 点検と記録 点検と記録

PC、OA機器の省電力化設定にする ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　ＰＣスクリーンセイバー、コピー機節電待機モードの実行

夜間、休日のＯＡ機器の主電源をｵﾌする ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　退勤時の主電源オフを徹底

クールビズ・ウォームビズの励行 ﾙｰﾙ遵守・確認勝亦 　よしず、ブラインド、作業着軽装対応

コンプレッサー昼休み時間の停止 ﾙｰﾙ遵守・確認高杉/志村　昼休み時間のスイッチオフ

ピークデンマンドの監視と月例報告 維持管理 勝亦 　ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ警報見直し 節電呼びかけ

灯油 冬季重ね着工夫の励行、作業環境改善 改善・確認 勝亦 　 天井と床の温度差調査　

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油 燃費集計、エコドライブ、安全な運転と荷役 改善・確認 池田 　運行日報の記入と燃費計算 荷役作業の安全教育

個人が持ち込んだゴミは持ち帰る ﾙｰﾙ遵守・確認高杉 　個人ゴミを持ち込まないを徹底

ダンボール、包装紙分別、リサイクルの励行 ﾙｰﾙ遵守・確認勝亦 　分別の呼びかけと定期確認

コピー紙の両面積極的使用 ﾙｰﾙ遵守・確認芦澤 　ｺﾋﾟｰ裏紙使用の推進

ＰＰバンド、容器袋の再利用推進 ﾙｰﾙ遵守・確認池田 　使い終えたＰＰバンドやビニール袋の回収と再利用推進

木枠、プラ容器パレットの返却と置場整頓 ﾙｰﾙ遵守・確認西坂 　材料梱包用の添木の分別、取引先への返却徹底

実地確認とマニフェスト報告書の提出 維持管理 勝亦 　報告書提出

産廃物、ｽｸﾗｯﾌﾟ、一般ごみの置き場見直し維持管理 勝亦 　置き場の変更計画と実行

手洗い、洗物の節水と水廻り清掃 ﾙｰﾙ遵守・確認志村 　節水呼びかけ、節水ラベルで意識付け

月1回水使用量、漏水の点検 ﾙｰﾙ遵守・確認志村 　水道メーターの量の記録と漏水確認

スポット溶接機冷却装置の維持管理 維持管理 志村 　冷却装置の維持管理

貯水槽の点検と定期清掃 維持管理 勝亦 定期清掃

浄化槽の定期清掃と法令検査 維持管理 勝亦 定期清掃

アルコールの適切な管理 維持管理 勝亦 　MSDS設置、危険物保管庫での施錠管理

エコ商品の積極的購入 購入比率 望月智 　購入リスト一覧表の活用(定期更新)

◆製品・サービスへの環境配慮

溶接不良の削減､ﾊﾞﾘ取り作業と確認の徹底納入不良件数 勝亦 　作業標準化推進、作業計画と工程管理の見直し、品質意識の向上

金型改善による品質向上 改善件数 松下/芦澤　金型改善による環境配慮（生産性、コスト、品質）

環境経営会議推進と勉強会 実施・確認 勝亦 　リーダー教育（意識と行動）

緊急想定訓練の計画と実施 計画・実施 松下/芦澤　工場安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、緊急想定訓練の計画と実行 計画 実施

工場敷地内外の清掃美化活動 計画・実施 高杉 　定期清掃の計画 清掃 清掃 清掃

★ 工場安全点検と快適な職場環境整備 計画・実施 勝亦 安全週間準備期間・安全週間

★ 工場の環境整備 計画・実施 伊藤 計画 実施　新本社工場の環境整備

アルコールの適切な管理

◆グリーン購入への取り組み

エコ製品購入(事務用品) 

客先納入不良件数の削減　　　

　環　境　教　育

　防　災　訓　練

　安　全　衛　生　活　動

◎よく出来た　　○出来た　　△もっと頑張りたい　　×出来なかった

一般ゴミの削減

ゴミ分別とリサイクルの推進

産廃物の削減

◆総排水量削減

水使用量の削減 （節水）　

1
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年末年始無災害運動労働衛生準備期間・労働衛生週間

　活　動　計　画　内　容　

◆二酸化炭素排出量削減　

電気使用量の削減

　化石燃料
の削減
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Ⅹ．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

１．適用される環境関連法規等とその遵守状況　（2014年度 ：2014年5月～2015年4月　）

廃棄物処理法 (法12条2項､規8条)囲い、表示板設置（６０×６０ｃｍ以上）
(法12条の3～5)産業廃棄物の収集、運搬、処分の委託契約
(法12条の3､5)産業廃棄物管理票の保管(A、B2、D、E票)

静岡県産業廃棄物の適正な (条例8条) 産業廃棄物管理責任者の選任
処理に関する条例 (条例10条) 年1回実地確認

(法12条の3第6項)産業廃棄物管理票の交付状況報告

騒音規制法 (法6条) 騒音規制法に基づく特定施設の届出
静岡県生活環境の保全に関する条例 (法5条)(条例52条)規制基準：第２種区域　

振動規制法 (法6条) 振動規制法に基づく特定施設の届出
静岡県生活環境の保全に関する条例 (法5条)(条例79条)規制基準：第１種区域の２　

労働安全衛生法 (法22条) 耳栓着用
(法66条) 健康診断(年１回）

浄化槽法 (法7条、11条) 定期検査(年1回）
保守点検(年4回）
清掃(年1回）

消防法 (9条の３) 危険物の規制量未満での使用と保管
(第77条１項) 消防法に準じた形で管理

MSDSの設置、保管

RoHS指令 顧客からの要求事項の遵守
REACH規則

フロン排出抑制法 (法第16条①) 機器の適切な場所への設置
機器の簡易点検

２．環境関連法規等の遵守状況の評価結果　
　　　環境関連法規等の適用事項及び遵守内容に対する逸脱はありません。
　　　また 関係機関からの指摘、利害関係者からのクレーム等も、過去 ３年間ありません。

確認日
2015/4/30
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ⅩⅠ．代表者による全体の評価及び見直し
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